





とても悩みました︒というのも︑日本大学には広報部に大学史編纂課 いう組織があって︑そこには学祖研究︑あるいは学祖かぎらず日本大学の歴史を専門に研究されている先生方が所属していらっしゃ ます︒しかし私は 部署の人間ではありません︒日本大学理工学部 一教員で 専門は倫理学あ い西洋の思想史でございます︒そういう人間がなぜ学祖研究のシンポジウムに来 るのかと申しますと︑日本大学全体で
祖の理念をもう一度きちんと明らか
にして︑目指す方向を統一しよう









































風﹂というのは︑たしかに︑最近のコピペとかパクリ ような要領の良さとは違うという意味で︑好感が持てました︒世の中には効率主義や成果主義 よう ものが蔓延しています︒そうだとすると︑ ﹁ ﹁自主創造﹂ ﹂を個人や組織で養うというのは︑とても重い任務だと感じました︒それと︑ ﹁日本精神﹂と﹁個尊重﹂とが並んで掲げられていますが 日本としての集団を意識した﹁日本精神﹂と﹁個 尊重﹂をど やって両立する かという疑問も持ちました︒さらに建学の精神に 学祖の考えはどう影響しているのかということも気 なりました︒さらに︑ ﹁躍動感﹂ ﹁輝く太陽﹂というこ
とについては︑たしかに日本人はそう







































いう﹁立志は特異を尚ぶ﹂とあります︒これが﹁自主創造﹂という日本大学の理念に受け継がれるわけで の詩の後半を見ると︑ ﹁俗流︵高禄に執着する者︶は共に論ずるに足らない︒彼らは自己一身のことのみを考え︑自分の死後も引き継がれるべき仕事 考えず︑目先の安楽のみを追い求めている︒百年という年月も実は悠久の歴史から見ればほ
んの一瞬にすぎない︒君子た
















す︒これが私にはとても面白かったんです︒ちょっと読みますと︑ ﹁人何を以て万物に最たる︒曰く性霊︒性霊の体なる何ぞや︒曰く権衡曰く慣習曰く精神なり︒其用たる何ぞや 曰く治術曰く行儀曰く実義なり︒︙︙苟も治術なく行儀な 実義なく其れ何を以て人たるを得んや 権衡 く慣習 精神 其れ何を以て政府たるを得んや︒かくの如きは野蛮の国にし 決して開化文明の国に非ざるなり︒ また天地生成の意 あらざる り﹂ と︒
昔の人はやはり非常に漢籍をよく読んでいたのだなあと︒非常
にリズミカルだし︑ロジカルだし︑ き立てられるような言葉で簡潔 ︑人間が万物の最 ものたりうる条件を述べて る と感じました︒それでそ 条件という が︑ ﹁権衡﹂と﹁ ﹂
と﹁精
神﹂であり︑そういったも を﹁治術﹂ ﹁行儀﹂ ﹁実義﹂に用いところであると言うわけです︒
これには実は背景がありまして︑彼が洋行している間に山縣有


















たり﹁古来慣習の礼節廃止﹂をしたりと︑ ﹁事物道理の当否を知らず﹂に物事を進めるのは︑ ﹁猿猴の療創﹂ ︑つまり︑伝説の生き物の怪我を治すようなものなのだ︑と︒そんなことをしていると﹁天然の治療を害する﹂のだ︑人間の世の中というものには︑やはり人間の天然に合った治療をしなければならない︑ 言うわけです︒では人間の天然 合った︑人間を万物の最たるものにするのは何か それが﹁権衡 ﹁慣習﹂ ﹁精神﹂であり︑ れを﹁治術﹂﹁行儀﹂ ﹁実義﹂に用いることである︑と言います︒
私が参加しました研修は︑学生向けの自校史の説明を主眼とし






ころまではできず︑その翌年から︑兵制改革で なく司法改革方をしてくれということで︑三十歳から死ぬ直前まで 司法改革に取り組みました︒この間にいろいろなも を作るのですが︑非常に山田顕義らしいな 思ったのは︑法制を理解させ めに時




の就任演説で︑ ﹁国の内外︑世の古今︑人種の異同を問わず︑いづれの国のことでも いづれの人のことでも︑余さず漏さず︑力の及ぶだけ講究しなければなりませぬ︒ れには我国の必要なるところの国体を本と て︑之によって取捨折衷をして参らねばなりませぬ︒︙︙今日になると日々 国典 講究は薄くなり 歴代ことも本源に遡って探究す ことが薄くなり︑斯くの如き傾向で参りますと︑一身一家 ことから︑政事 法律なり︑何事が国の本は忘れて︙︙余所 法度文物を飾 ︑其れを以て我が国の政事法律及び一家 事を議するところの具となるやうになつて参りましては︑決して我が の風土人情に適する ろの政事も出来ず︑ 法律も出来ず また一家 治め と ︑ 出来 ものでは有りますまいと考へ ﹂と述べています︒
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ここに﹁国体﹂という言葉が出てきていまして︑これがどのく





















律の天然に基き人為の之を補ふ︙︙自然 も は決して人為を以て廃絶することは出来ず又慣習は自然進化に依るに非ざれば変更の出来ぬことは古来の歴史を逐つて見れば決して間違ひも無 所 事実であります︒然れば其事実と理由と 講明し ︙﹂という のです︒
ここに﹁慣習は自然進化﹂という言葉があります︒慣習はただ
ひたすらに固守するものではなく︑自然に進化し いかなければならない︒ただしそれがお ずと変化する を待って いいものではなく︑人為によってそれを補いながら進めなければならないんだ︑と︒これはやはり︑先ほどの﹁天然の治療﹂ いう言葉とも絡むような︑ 彼の一貫 た立場である 思います︒ すると翻っ
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﹁権衡﹂ ﹁慣習﹂ ﹁精神﹂ を置いていたように思われます︒ たとえば ﹁権衡﹂の外化であり︑かつ﹁権衡﹂を規定する人為として︑政治︑法律︑あるいは兵制といった﹁治術﹂が置かれ︑自然のもの 人











































造の気風をやしない﹂と︒では︑ここに挙げられた﹁日本精神﹂と﹁道統﹂というのはもうなくてい ん しょうかということが︑気になるわけです︒ホームページには ﹁知的好奇心をもって自らが課題に取り組み︑新しい道を切り開 て くこと﹂と か書かれていないけれども︑最初の二行はいいのか︒研修でい だいた資料には︑一九五九年︑この文書を改正をした当時の人たちが侃侃諤諤の議論をした資料もい
ただきました︒
その改正起草委員会の説明を見ますと︑ ﹁日本精神﹂は︑この国













 自分が講究︑権衡した理 ついては︑それを他者 知らしめる努力と時間を惜しまない ︑目先の利益に囚われず遠く将来の目的に向けた基礎を建て︑時間をかけて︑ ﹁天然の治療﹂ 探すこと︒
学祖の言葉をふまえて︑私が腑に落ちる﹁自主創造﹂の理解と
いうものを得られたこと︑そして﹁自主創造﹂というものを︑鵜呑みにさせるのではないかたちで学生に伝えることの大切さを考えられたことが︑私が参加した研修の成果であるかな 思います︒本日はその成果の一端 この場でお話しさせ いただきました︒どうもありがとうございました︒
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伊藤
―
勢力先生ありがとうございました︒
それでは最後に日本女子大学名誉教授︑片桐芳雄先生にお話し
いただきます︒片桐先生は日本女子大学人間科学部の学部長をお務めになられ︑教育史の専門家としても学祖成瀬仁蔵を見ていらっしゃいましたが︑さらにご退職後に﹁成瀬仁蔵とその時代研
究会﹂を日本女子大学を中心に立ち上げられました︒この会の名称が︑成瀬仁蔵のみならず︑その時代をも研究対象にしているところに︑先生のお考えや成瀬仁蔵に対する向き合い方というものが伺えるように思いますが︑本日は︑先生のさまざまなご経験からのお話を伺えればと思っております︒片桐先生よろしくお願いいたします︒
